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議  第 3 7 7 号 

令和６年８月 26 日 

 

人口減少社会対策特別委員会審査概要報告書 

 

                              委員長 曽田 康司 

 

Ⅰ 開催年月日  令和６年７月 31 日（水） 

Ⅱ 会 議 時 間  午後１時 00 分～午後１時 27 分 

Ⅲ 出席委員等 〔出 席 委 員〕◎曽田 康司 ○筏井 哲治  新開 広恵 

出町  譲  梅島 清香  埜田 悦子 

林  貴文  山口 泰祐  中村 清志 

中川加津代  金森 一郎  水口 清志 

（◎…委員長  ○…副委員長） 

        〔議 長〕 本田 利麻 

〔副 議 長〕 横田 誠二 

        〔説 明 員〕 別紙名簿のとおり 

        〔委員外議員〕 なし 

        〔事務局職員〕 高嶋 史恵  島田 輝   野口 広大 

        〔傍 聴 者〕 なし 

 

Ⅳ 審査の概要 

 

１ 報告事項について 

 

〈 当局から、次の報告・説明があった。 〉 

  

〔未来政策部〕 

⑴高岡市の人口動態について 

⑵高岡市ＤＸ推進アクションプランに係る令和５年度の取組実績について 

 

〈 委員から、次のとおり質疑があった。 〉 

 

（ 以下、質疑・質問内容は ○ 、答弁内容は △ で表示 ） 

 

 【高岡市の人口動態について】 

  〇 社会動態において、転出が転入を上回る社会減の傾向にある中で、本市では、2022

年、2023 年と、転入が転出を上回る社会増となっている。出生数も 874 人と減少し

ている中で、どのような背景により、そのような動きが見られたのか、見解は。 
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  △ 2022 年、2023 年においては、新型コロナの５類への移行に伴い、社会的な動き、

例えば、転勤や進学といった、いわゆる人流が活発化したことで、転入転出ともに

動きが出てきたのではないかと推測している。 

 

２ その他 

◦ 次回の本委員会の開催について 

令和６年 10 月 11 日（金）午前 10 時に開催することが報告された。 

 

◦ 本委員会の行政視察について 

  令和６年 10 月 30 日（水）から 31 日（木）に実施することが報告された。 

 

〈 委員から、質疑等はなかった。 〉 

 

〈 当局からの報告はなかった。 〉 

 

〈 以上で委員会を閉じた。 〉 
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人口減少社会対策特別委員会 当局説明員名簿（１２名） 

 

副市長 河 村  幹 治   

    

未来政策部長 鶴 谷  俊 幸 産業振興部長 式 庄  寿 人 

未来政策部政策監 日 名 田  尚 明 産業振興部次長 長 久  洋 樹 

企画課長 寺 井  知 恵   

情報政策課長 窪 田  真 寿 美   

    

総務部長 梅 崎  幸 弘 生活環境文化部長 二 塚  英 克 

総務部次長 

財政課長 
新 保  貴 之 

生活環境文化部次長 

参事 
山 本  真 弘 

  
生活環境文化部次長 

 地域課長 
大 野  洋 靖 

    

    

    

    

    

    

    


